








































































































































































































































































*ロマン主義一反啓蒙主義運動の一種 :中世ヨーロッパ ･初期のキリス ト
教 ･ロシア正教修道院の全盛期､古代の日本｡
*全ては失われた過去の調和- つまり ｢一体性｣- を回復する偉業の
原点として呼び起こされる｡















































































































だった｡彼らの理想はまるで､『古 く新 しい国』から直接借 りてきたか
のごとくである｡ ･
*日本の土着主義者は魂を持たないオクシデントの近代と､それにはつら
う奴隷のような東洋の従者から､古代文明の精神的純血を救おうとした
のだ｡しかし反革命運動もまた神道や侍などの伝統的イメージをアッ
ピールしたにもかかわらず､西洋思想､特に反資本主義的な国家社会主
義思想から多くを継承していた｡
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*オキシデンタリス トはオキシデントから完全に自分を切 り離せない｡
*｢破壊しようとする制度の中心で醸成される革命｣
*現代のイスラム革命の致命的なところは､宗教的狂信と現代のイデオロ
ギー､古 くからの偏狭と近代技術が､合成されているところにある｡･-
ボルボト･シャリアテ
<バース主義と汎ゲルマン主義>
*バース主義-ファシズム+ ｢有機的なアラブコミュニテ-｣へのロマン
的ノスタルジア
*ヒュスリの思想-汎ゲルマン主義(1920年代)に直接影響をうける｡
*イスラエルとパレスチナの戦争よりもはるかに多くの血がアラブ国家の
中で流された｡(?)
<眼をそむけるなかれ>
*我々の問題-いかにして西洋-すなわち世界の自由民主主義国家-とい
う思想を､その敵から守るかである｡
*問われているのは ｢何を考えるか｣｢どのように問題を想定するか｣で
ある｡あるいは､｢何を考えるべきでないか｣
*キリス ト教原理主義者は十字軍について語るが､西洋はイスラム教徒戦
争しているわけではない｡
* 実際はもっとも鮮烈な戦いはイスラム世界の内部で行われている0(覗
在のイラク)革命が起こりつつある場所はイスラム世界の内部｡
*世界的な地殻変動は国民､民族､宗教などの境界線と一致していない｡
*1940年代戦争は国家間でのみ行われた｡今日の戦争は世界的規模の､組
織的結束の緩い､殆んどが地下にもぐっている革命運動を相手に戦われ
なければならない｡
*西洋の帝国主義は多くの弊害を招いた｡しかし現在旧植民地で起こって
いる残酷な事態に無頓着であってはならない｡
*蛮行をアメリカ帝国主義､グローバル資本主義､イスラエルの拡大主義
などに責任転嫁するのは的外れ｡オリエンタリス ト的な東洋蔑視である｡
*オクシデンタリズムが危険になるのは､政治権力に結び付けられた場合
だけだ｡
*政治的､宗教的､知的な自由が既に確立されている国では､その自由を
敵から守らなければならない｡必要とあらば力を行使し､何よりも信念
を持つことだ｡
*火で火を消そうとするのは間違い｡
*宗教的権威が実際の政府に危険な影響力を行使 している ･･･アメリカ
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でも｡社会を閉ざしている人々に対する防衛策として､我々自身が社会
を閉ざすのは間違｡そうなれば我々までもがオキシデンタリス トとなっ
て､守るべきものなど何一つなくなってしまう｡
日本語版へのあとがき
*この本に対する批判 :｢西洋非難の正当な理由を無視している｣
*定義-特定の政策や国家にではなく､ある種の生き方や社会､および政
治のあり方に向けられる ｢殺人的な憎悪｣のことをさす｡
*オキシデンタリス トが共有するのは ｢清浄｣という理想像｡
*オキシデンタリズムは ｢文明の衝突｣ではなく､破壊的な ｢思想の衝突｣
*この本の目的-戦略､政策のためではない｡一体何が､西洋への戦いの
中で敵を殺し､死んでゆくという行動に人を駆 り立てるのか｡それを探
ること｡
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